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学校名   富士見中学校 ３学年（各学級ごとの歯科指導）   

授業者氏名  

長野県歯科医師会 歯科衛生士 大畑芳子先生 

題材名 

「機能的ケア・機械的ケア」 

主 眼＜フォーマット＞ 

〇〇について学んだ（or 体験した・調査した）子どもたちが（既習や経験）、〇〇に着目

し（健康教育や食育との教科等横断的な学習に係わる見方・考え方）、〇〇することを通し

て（本時の中核的な学習活動）、〇〇する力（育成する資質･能力）を培うことができる。 

主 眼 

 

小学校６年間と中学２年時の歯科講話で学んだ３年生が、義務教育９年間の歯科指導の

まとめとして大畑先生の歯科指導を受けることで、自分の未来をイメージしながら健康で

幸せな生涯を送ろうとするために自分の健康は自分で守ろうとする意欲を高めることがで

きる。 

学習材 

 

大畑先生の資料 

口腔内細菌（学級全員の歯垢を取り出し、顕微鏡で観察） 

成 果 

 

毎日行っている歯みがきや、自分の歯・口の健康がテーマであることでとても意欲的に

学ぶ姿があった。むし歯や歯周病の実際の写真を見たり、専門家である大畑先生の説明を

お聞きすることで自分自身の歯と口の健康への意識が一段階高まった１時間となった。 

またカラーテスターで染め出し、磨き残しのくせを知ったり、歯垢を除去する正しいブラ

ッシングを経験することで、これからもしっかりと歯みがきをしていきたい、自分の未来

への健康イメージが高まったと思う。 

課 題 

 

これから大人になっていくと、「歯を磨きましょう」などと誰かに言われることもなく、

自分で判断し、健康を保っていかないといけない。高校生になると、自由におやつやジュー

ス等飲食し、あっという間にむし歯が増えていく現実をお聞きし、これからも今日の話の内

容を忘れずに、自分事として行動できるようになってほしいと願うばかりである。 


